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２．当該技術の概要（1,000字以内） 

 アロエベラには、創傷治癒や抗菌、抗炎症、抗潰瘍等の様々な保健機能が知られており、古

くから世界中で活用されてきた。その透明なゲル部分である葉肉は、食品として用いられている

が、摂取による保健機能に関する科学的知見は多くはなかった。そこで、アロエベラ葉肉の経

口摂取による効果について、抗糖尿病作用に着目して検討を行い、有効成分として植物ステロ

ール（シクロラノスタン化合物類及びロフェノール化合物類：以下、アロエステロール）の同定に

成功した。単離したアロエステロールを用いて、摂取による内臓脂肪蓄積予防効果や、インスリ

ン抵抗性改善効果を明らかにするとともに、in vitro でのルシフェラーゼアッセイにより、アロエ

ステロールが受容体型核内転写因子である PPARのリガンド作用を有することを見出した。 

 PPARs の活性化が、肌のバリア機能等の健常な皮膚機能に寄与しているとの先行研究があ

ることから、アロエステロール経口摂取による皮膚への効果に関する研究に着手した。光老化モ

デルを用いた検討において、紫外線照射後の皮膚の水分量や弾力の低下が予防されるととも
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に、表皮肥厚が軽減され、真皮中のコラーゲン量の低下が抑制されることを明らかにした。この

作用機序として、紫外線暴露による皮膚中のマトリックスメタロプロテアーゼの過剰産生が、アロ

エステロールにより抑制されることを確認した。また、in vitro にて皮膚由来線維芽細胞をアロ

エステロール存在下で培養し、ヒアルロン酸とコラーゲンの合成酵素の発現が亢進され、産生

が促進されることを立証した。一方、経口摂取されたアロエステロールは、小腸から吸収されて

血中に移行し、さらに末梢組織に運ばれることを確認している。さらに、ヒトへの効果についても

検証するために臨床試験を実施し、アロエステロールの摂取により、皮膚のバリア機能を維持し

て肌の潤いを保ち、真皮コラーゲンを増やして皮膚弾力性を維持する効果を確認した。食品か

ら有効成分を同定して以降、その機能性に関する研究を継続・発展させながら、得られたエビ

デンスを論文や学会発表により情報発信するとともに、ヨーグルトやゼリー等の応用食品として

発売するに至っている。本研究は、食品素材を用いた日常的なセルフメディケーションへの可

能性を示唆するものであり、製品を通じて多くのお客様の健康の維持・増進に貢献できるものと

期待している。 
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